
オープンハウスの趣旨とパネルの見方

背景 趣旨

1

ご意見・ご質問

主催

オレンジのパネルブルーのパネル

鉄道・運輸機構北海道新幹線建設局
問い合わせ先　総務課　011-231-3456

北海道新幹線を建設する PR・啓発活動、建設支援を行う

わかりやすさと流れを重視
してつくりました。はじめ
て話を聞く方、全体をおさ
らいしたい方は、ブルーの
パネルを番号順にご覧いた
だくだけで、概要がわかり
ます。

個々のテーマとくわしさを
重視してつくりました。す
でに知識をお持ちの方、専
門的な内容を知りたい方
は、オレンジのパネルから
興味のあるテーマを選んで
ご覧ください。

ご意見、ご質問は、お近く
のスタッフまでお気軽にお
寄せください。
また、出口付近にご意見を
付箋に書いて貼り付ける掲
示板がございますので、ぜ
ひご利用ください。

鉄道・運輸機構と札幌市は、
山口処理場予定地を北海道
新幹線のトンネル工事で発
生する対策土の受入候補地
として選定し、事前調査を
行っています。（事前調査について
は、ブルーパネル１６「調べたこと、調べる

こと」をご覧ください。）

このオープンハウスは、北
海道新幹線の事業やトンネ
ル工事で発生する土の扱い
についてみなさまにお知ら
せし、おひとり、おひとり
との対話を通じて、ご意見
を伺う取り組みです。

札幌市まちづくり政策局新幹線推進室
問い合わせ先　新幹線推進担当課　011-211-2378

はじめに



北海道新幹線の延伸

札幌駅

新函館北斗駅

新青森駅

新小樽駅（仮称）

倶知安駅

長万部駅

新八雲駅（仮称）

奥津軽いまべつ駅

東北新幹線

木古内駅 新

青森
駅～新函館北斗駅

     

新

函館
北斗駅～札幌駅

 約 １４９ km

 約 ２１２ km
 

２０１６年
開業済

２０３０

開業予定

年度末
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1　札幌まで伸びます



3

北海道新幹線の整備効果

１６３分短縮

１６５分短縮

１６３分短縮

道南、東北、首都圏
からの移動時間を 

大幅に短縮

雪にもつよい

冬でも安心

交流が増え、
札幌市内、道内の

経済活性化

札幌東京 青森盛岡仙台 函館

7 時間 44分　→　5時間 01分

6時間 12分　→　3時間 27分

5時間 32分　→　2時間 49分

5時間 06分　→　2時間 18分

3時間 30分　→　1時間 13分

１６８分短縮

１３７分短縮

•整備後の所要時間は交通政策審議会整
備新幹線小委員会資料の平成 28年 4月
時刻表を基に算出
•整備前の所要時間は平成 28年 4月時刻
表を基に算出、ただし仙台の所要時間
は交通政策審議会の資料を基に推定
•函館 - 青森の所要時間は、それぞれ JR
在来線函館駅 - 青森駅までで算出

縮まる　にぎわう 2　



より魅力的な街に 3　

新幹線駅と再開発ビル
との接続部イメージ
新幹線とビル内が相互に
見えるアトリウム空間
（北５西１街区）

＊図版はイメージであり今後変更となることがあ
ります。

新幹線駅の位置
現在の札幌駅の東側に、
新幹線駅ができます。駅
周辺の再整備が進み、ま
ちの魅力が高まります。

新幹線駅部のイメージ
新幹線駅と再開発ビル

札幌駅周辺の再整備

4



札幌市内の新幹線ルート

山がちな土地を
高速で走るため

雪に強いため

現在、約３割の掘削工事が完了しています。
（札幌市内は未掘削）

騒音を減らすため

全延伸ルートの ８０％をトンネルに
北海道新幹線の特徴

5

トンネルを掘ります 4　

出典：国土地理院
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トンネルの掘削工法

適用工区：星置工区・富丘工区

適した場所：山岳部 適した場所：市街地の地下

シールド工法

適用工区：札幌工区

シールドマシン

トンネル断面 トンネル断面

覆工コンクリート打設

発進立坑と本坑

市街地や住宅密集地の地下を地上の日常
生活に影響を与えることなく、シールド
マシンで掘り進みながらトンネルを組み
上げていく工法です。

掘削機械や火薬を使った発破により掘削
しながら、吹付コンクリート、ロックボ
ルトや鋼製支保工などで地山を安定させ
て覆工コンクリートによりトンネルを構
築する工法です。

土地の性質に応じた 2通りの工法

NATM（ナトム）工法

ロックボルト施工



札幌市内のトンネル発生土
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トンネル工事で発生した土

トンネル発生土

対策土 無対策土

対策  実 施 対策  不 要
約 50％ 約 50％（想定） （想定）

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/region/recycle/d11pdf/recyclehou/manual/sizenyuraimanyu_zantei_honbun.pdf

＊『建設工事における自然由来重金属等含有土砂への対応マニュアル ( 暫定版 ) 』（国土交通省、平成 22年 3月）

• 対策土とは、国土交通省のマニュアルに基づいて対策を行う土で、自然由来の重金属等を含むものです。
• 対策の判断基準はオレンジパネル「重金属等の測定と基準」参照
• 適切な対策の詳細はブルーパネル「対策を検討します」参照

国土交通省のマニュアル＊に基づく
自然由来重金属等の対策

受入地へ搬入し、
適切な対策

受入地へ搬入

札幌ドーム
約 1．４杯分

約230万㎥

適切に対策します 5　
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土に含まれる自然由来の
重金属等
化合物の種類と濃度、基準

札幌市内のヒ素分布図（5ｍ以浅）

自然由来の重金属等 化合物の種類と摂取量、基準

ヒ素は、札幌市内にも広範囲に存在し、サ
ケの遡上や産卵、稚魚の放流などで知られ
ている豊平川でも、ヒ素が確認されていま
す。
玉川橋付近：0.032 ～ 0.38 mg/L ( 札幌市水道局水質検査結果 ( 令
和 2年 4～ 10 月 ) より )
東橋付近：0.001 ～ 0.010 mg/L ( 札幌市の環境・大気・水質・騒
音等データ (H30) より )

「自然由来の重金属等」とは、人間の活動
に由来しない、自然の中に元々あった重金
属等を指し、土壌汚染対策法において定め
られた特定有害物質のうち、カドミウム、
六価クロム、水銀、セレン、鉛、ヒ素、フッ
素、ホウ素、それらの化合物などをいいま
す。重金属等は、46 億年前に地球が生ま
れたときから存在し、土壌、河川水、地下
水、温泉水、生物の体の中など自然の中に
ひろく存在します。また、産業上も有用な
ため、太陽電池、発光ダイオード、レーザー
ダイオードとして製品化されているほか、
コピー機感光体の半導体ガラスなどの材料
として用いられています。

重金属等は、化合物の種類によって生物へ
の影響が異なります。たとえば、ヒ素含有
量が比較的多いコンブなどの海産物を人間
が食べても、それらに含まれる有機ヒ素は
すみやかに尿中へ排出され、中毒になりま
せん。ヒジキなどに含まれる無機ヒ素（亜
ヒ酸など）も、微量であれば肝臓で処理さ
れて尿中に排出されます。
摂取量が極端に多いと急性影響が発生する
ことがありますが、適切な基準を定めて、
急性影響も長期的な影響も出ないように管
理しています。（詳細はオレンジパネル「対
策土中のヒ素に関するリスク評価」参照）
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基準内の土
100mg 中の
ヒ素量

（ヒ素とその化合物の測定値）

札樽トンネルの
対策土 100mg
中のヒ素量

（ヒ素とその化合物の測定値）

急性影響が出る
ヒ素量

（すべて亜ヒ酸とした場合）

通常の生活で

急性影響なし

• 土１００mg・・・大人が 1 日に摂取する土の想定量
• 急性影響に関する詳細はオレンジパネル「対策土中のヒ素に関するリスク評価」参照
• 長期的な影響に対する適切な対策の詳細はブルーパネル「対策を検討します」参照 

0.015 mg
以下

0.019 mg 50 mg
（測定した試料の最大値）

1 . 3 倍 0.00038倍
=約 1/2500

十分な調査、検討に基づく

対策工、事後のモニタリン

グなど、適切な管理の実施

により長期的な影響を防止

00

通常の生活で、急性影響は
ありません
適切に管理すれば、長期的
な影響もありません

6
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土に含まれる自然由来の重金属等を、粉
じんを吸い込んだり、土を食べたりして、
一定の量以上、体へ取り入れることを防
ぐための基準です。（基準を超えた土を一
時的に食べただけで健康に影響が出ると
いう意味ではなく、長期間にわたって摂
取しても影響が出ないように定められて
います。）

トンネル発生土は、
土壌汚染対策法の

適用範囲外ですが、安全
のため、同じ基準値で検
討・対策していきます。

土壌汚染対策法で定
められた２つの基

準を用いて、トンネル発
生土が、対策土か無対策
土かを判断します。

対策土は、土壌汚染
対策法の基準を満

たすように、必要な対策
を講じます。

土から地下水に溶け出した自然由来の重
金属等を、地下水を飲むことによって、
一定の量以上、体へ取り入れることを防
ぐための基準です。（基準を超えた地下水
を一時的に飲んだだけで健康に影響が出
るという意味ではなく、長期間にわたっ
て摂取しても影響が出ないように定めら
れています。）

自然由来の重金属等を含む土の上に70 年
間にわたって住むものとして、 1 日あた
り大人 100mg（土を口にしやすい 6 歳以
下の子供は 200mg） の土壌を 365日摂取し
ても健康に影響が現れない濃度に設定さ
れています。

トンネル発生土（岩石）を２mm以下に
砕く⇨砕いた岩石と塩酸をフラスコに入
れる⇨機械でゆすり２時間混ぜ続ける⇨
液体中の重金属濃度を測る

トンネル発生土（岩石）を２mm以下に
砕く⇨砕いた岩石と水をフラスコに入れ
る⇨機械でゆすり６時間混ぜ続ける⇨液
体中の重金属濃度を測る

土に含まれる重金属等が地下水に溶け
出し、その地下水を1日あたり2ℓ、70

年間にわたって摂取しても健康影響が
現れない濃度に設定されています。こ
の値は、水道水の基準値や地下水環境
基準値と同じです。

土壌溶出量基準

土壌汚染対策法に基づく２つの基準
重金属等の測定と基準

土壌含有量基準

測定方法 測定方法

設定値 設定値

考え方 考え方
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札幌工区の 93 個中２個がヒ素のみ基準値超過
土壌含有量の測定結果

基準値を超過した試料の平均値
基準値を超過した試料の最小値～最大値
基準値を超過した試料の個数／全試料の個数

表の見方
出典：国土地理院
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ヒ素・セレン・鉛・水銀・カドミウムが基準値超過
土壌溶出量の測定結果

基準値を超過した試料の平均値
基準値を超過した試料の最小値～最大値
基準値を超過した試料の個数／全試料の個数

表の見方
出典：国土地理院
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１　札幌工区で確認されたヒ素とその
化合物の土壌含有量が 190mg/kg（測
定結果の最大値）である対策土を摂取
する場合

摂取すると急性影響が発生す
る対策土の量=急性影響が発生す
る亜ヒ酸量 50mg÷ 土壌含有量 190mg/
kg ＝約 260,000mg

摂取すると死亡例が発生する
対策土の量 =死亡例が発生する亜ヒ
酸量 100mg÷ 土壌含有量 190mg/kg ＝
約 520,000mg

になります。
普通の状態で大人の口に入る土の量を
1 日 100mg（子ども 200mg）であると
考えると、現実に急性影響も死亡例も
発生する心配はありません。

ただし、重金属等への暴露量を小さく
することで、さらにリスクを低減し、
長期的な影響の発生も防ぐことができ
るため、適切な管理を行ってまいりま
す。（２、３も同様）

急性影響の可能性はない
対策土中のヒ素に関するリスク評価

３　札幌工区で確認された、ヒ素とその
化合物の土壌溶出量が 1.9mg/L（測定結
果の最大値）である対策土からヒ素が溶
出した水を飲む場合

摂取すると急性影響が発生する
水の量 =急性影響が発生する亜ヒ酸量
50mg÷ 土壌溶出量 1.9mg/L ＝約 26L

摂取すると死亡例が発生する
水の量 =死亡例が発生する亜ヒ酸量
100mg÷ 土壌含有量 1.9mg/L ＝約 52L

となります。大人が一日に摂取する水の
量は 2L ですから、現実に急性影響も死
亡例も発生する心配はありません。

以上は、急性影響に関するリスク評価で
すが、長期的な影響についても同様の考
え方で評価します。

２　札幌工区で確認されたヒ素とその化
合物の土壌含有量が 190mg/kg（測定結
果の最大値）である対策土を粉じんとし
て吸い込む場合

2018 年度に札幌市が測定した発寒の大
気中の粉じん量（粒子状物質）は１㎥当
たり、0.008mg です。仮に、粉じんの全
てが対策土であるとすると、１㎥の空
気を吸ったとき、吸い込む亜ヒ酸量＝
0.008mg×190mg/kg ＝ 0.00000152㎎とな
ります。このとき、

吸い込むと急性影響が発生す
る空気の量＝急性影響が発生する
亜ヒ酸量 50mg÷0.00000152mg/㎥＝約
33,000,000㎥

吸い込むと死亡例が発生する
空気の量＝死亡例が発生する亜ヒ
酸 量 100mg÷0.00000152mg/ ㎥ ＝ 約
66,000,000㎥

となります。大人が一日に吸う空気の量
は 20㎥ですから、現実に急性影響も死
亡例も発生する心配はありません。

化学物質の影響は、有害性の強さと、摂取する量（暴
ばくろりょう

露量）
の比較によってリスクの大きさを評価します。暴露量が小
さくても有害性が大きければリスクは大きく、有害性が小
さくても暴露量が大きければリスクは大きくなります。化
学物質のリスクは、両者のバランスで管理します。

１　ヒ素の形態に関する仮定
有害性が高い三酸化二ヒ素（亜ヒ酸）
は自然に存在するすべてのヒ素のう
ち、手稲山口の受入候補地周辺の地下
水と河川水では計量下限値以下、豊平
川の河川水では 20％以下＊に過ぎませ
んが、ここではヒ素のすべてを、特に
毒性の強い三酸化二ヒ素であると仮定
して評価を行いました。
 ＊道立衛生研究所の研究による。

２　暴露ルートの仮定
ヒ素に暴露するルートとして、対策土
の摂取、対策土を粉じんとして含む空
気の吸い込み、対策土からヒ素が溶出
した地下水の摂取を考えます。

３　亜ヒ酸による急性影響
亜ヒ酸は、過去のヒ素混入事件から体
重 50kg の人がおよそ 50mg を一度に摂
取すると急性影響（発熱、下痢、衰弱
など多様な症状）が発生し、100mg で
死亡例が報告されています。

リスク評価の条件

化学物質のリスク

リスク評価
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対策土への対応プロセス

発生から跡地利用まで7　
対策土発生の見込み

１ ２ ３

４５６

７ ８

101112

13 14 15

９

• 対策土への対応プロセスは目安であり、変更になることがあります。
• オープンハウスをはじめとする情報共有、対話は、随時実施いたします。
• 事前調査以降で受入地として不適の場合は、再度検討を行います。

リスク評価

工事の完了

受入候補地の選定

第三者委員会

事後調査

調査結果・対策工
の地元への説明

管理と跡地利用

対策検討

対策工事

対策工法選定

対策土搬入

住民説明会

事前調査

受入地の決定

オープン
ハウス



札幌市内の対策土受入候補地

15
出典：国土地理院

• 土地所有者の了承が得
られること
• 十分な広さの土地を有
していること
• 現況の土地への搬入が
可能であること
• 発生土の搬出箇所から
近いこと （ダンプトラッ
クで 1日に複数回往復で
きる距離にあること）

• 対策土の受入可能な民
有地の募集
• 市有地の中から選定

＊対策工法の検討、安全性の評価は、
選定後、事前調査を踏まえて行う。

• 手稲区金山地区
• 厚別区山本地区
• 手稲区山口地区

選定の基本的な考え方 選定の方法 選定の現状

現在の受入候補地

受入候補地は３か所 8　



受入候補地の事前調査例
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土質調査

対策工法や盛土形状など

の具体的な検討を行い、

安全性を評価するため

土質の分布や強度を把握

地下水の深さを調査

地下水や表流水の水質を把握

現地の重金属の濃度を測定

重要種の生息確認、工事による生息域へ
の影響の有無を調査・予測・評価

捕虫網で現地の生物を採取

工事前の水質を把握し、

水質が悪化しないように

管理するため

重要な生物種の生息を確

認し、工事によって脅か

されないようにするため

水質調査 環境影響調査

事前調査例

くわしく調べます 9　



覆土＋吸着層

主な対策工法の例

重金属等を捕捉する材料を対
策土の下に敷いて「吸着層」
を構築し、自然の地盤に溶出
する重金属等の濃度を基準値
以下に抑えます。

重金属等を土から溶け出しに
くくする材料「不溶化材」を
対策土に混ぜ、溶出する重金
属等の濃度を基準値以下に抑
えます。

厚みがあり、覆土の下で紫外線
による劣化の心配がない「遮水
シート」で対策土をくるんで水
から遠ざけ、重金属等を閉じ込
めます。

覆土＋不溶化材

覆土＋遮水シート
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自然の地盤

自然の地盤

自然の地盤

覆土

覆土

覆土

対策を検討します 10　
地下水が基準を超え

て受入地の外へ出
ていかないように、様々
な方法でリスクを低減し
ます。

粉じんの飛散を覆土
で防ぎ、直接口か

ら摂取するリスクを低減
します。

対策工法は、全国・
道内の鉄道・道路

の工事で実績がありま
す。



工事中の環境対策（例）
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ダンプトラックによる受
入地への搬入時も安全に

盛土施工中も安全に

粉じん対策を行い
ます

ダンプトラックの運
行に伴う環境対策

を講じます

盛土への散水 仮設シートによる養生

• 住宅街をできるだけ通らないルー
トの工夫
• 生活時間を考慮した運行スケ
ジュールの工夫
• ドライバーへの安全教育
• 工区、連絡先などを記載した適切
な表示と交通誘導員の配置など

• 受入地内に調整池を設置して、盛
土の排水が溢れ出ないようにしま
す。
• 排水の水質を管理し、基準値を超
える水は放流しません。

荷台のシートとタイヤ・車体の洗浄

調整池

排水対策を実施し
ます

工事中も安全に 11　



対策の安全性の確保

地下水のモニタリング調査

盛土の安全性の確保
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地下水のモニタリング

盛土斜面の整備状況の例

地下水のモニタリング頻度

工事が終わった後も、観測井戸を設置し、将来にわたって、定期的に地下水の水質調
査を行い、結果は、ホームページなどで公表します。

盛土が崩れないように、緑化や水処理など様々な対策をします。
橋やトンネルなどと同様に地盤調査を十分に行い、
大きな地震や大雨が降っても崩れないよう盛土の設計をします。

工事中は、鉄道・運輸機
構と札幌市により、適切
に管理を行います。

工事完成後は、札幌市が
管理を引き継ぎます。

施工後もしっかりと12　



跡地の利用と管理
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跡地の利用

受入地周辺のみなさまに感謝と敬意を
持ち、地域の役に立てるよう、住民の
皆様のご意見を伺いながら、跡地の利
用について検討します。

鉄道・運輸機構による工事が終わり、一
定期間のモニタリングにより安全が確
認された後は、札幌市が管理を引き継
ぎ、万が一のときも、責任を持って対
応します。

モニタリング結果をはじめとするさま
ざまな情報を発信し、風評被害の防止
につとめてまいります。

受入地のために

市が責任を持って

維持管理

十分な情報発信を

風評被害防止

みなさまと一緒に 13
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受入候補地（手稲山口地区）
の概要 14　
札幌市のごみ最終

処分場である第
３山口処理場のうち、
まだ造成していない、
約 21 ヘクタール の土
地（Eブロック）　です。
＊ A～ Dブロックは埋め立て中

隣接する旧山口処
理場および第 2

山口処理場は埋立てが
終わり、現在はパーク
ゴルフ場・緑地として
利用されています。

今後、さらなるご
みの減量化、ご

みの焼却灰のリサイク
ルを増やすなどにより、
ごみ処理の将来計画に
影響がないよう取り組
んでいきます。

出典：NTTインフラネット



受入候補地（手稲山口地区）の災害リスク
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国・北海道・札幌市が公表しているハ
ザードマップを基準に、最大級の災害
リスクを想定

橋やトンネルなどの重要構造物と同レ
ベルの最大級の災害リスクに耐えられ
るよう設計

液状化危険度（札幌市地震マップで示される地震時に、液状
化の発生の可能性を想定したもの）

洪水ハザードマップ（想定し得る最大規模の雨により洪水が
起きた場合に想定される浸水区域）

津波浸水想定区域図（最大クラスの津波が各月の平均満潮位
において発生した場合に想定される浸水区域）

札幌市地震マップ（最大級の被害をもたらす地震を想定した
もの）

洪水の影響を受けない構造物
をつくります。

液状化リスクを踏まえた対策
を実施します。

津波による影響の心配はあり
ません。

想定される最大震度に耐えら
れられる構造物をつくります。

土地に合わせた対策を15
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これまで調べたこと、いま調べていること

•地盤の状況と地下水の流れ（手稲山口地区のボーリング調査） 
現地に盛土を行った場合の安全性を評価するため、手稲山口地区のボーリング調査
を実施し、地盤の状況と地下水の流れを確認しています。

• 工事前の水質状況（手稲山口地区の地下水・河川水の水質調査）
工事による地下水や河川水への影響を評価するため、水質測定を開始しました。現
地に地下水観測用井戸を掘り、水温、水素イオン濃度（pH)、重金属濃度の測定を行っ
ており、今後も継続します。

• 動植物等の環境調査
重要な生物種の生息を確認し、工事によって脅かされないようにするため、手稲山
口地区の動植物の調査を行っています。

• 地震、液状化対策
ボーリング調査結果や地盤の強度を踏まえ、盛土を行った際に、地震や液状化が原
因で盛土に影響が生じないような安全な構造を検討します。 

• 重金属等対策
対策土を盛土することにより、地下水の水質変化や大気への影響（粉じん）が生じ
ないように、調査・シミュレーションを行って適切な対策工法を検討します。

これから調べること

調べたこと、調べること16
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手稲山口地区のボーリング調査結果

地盤の状況

地下水の流れ

地盤の状況と地下水の流れ

対策工法や盛土形状などの具体的な検討を行い、安
全性を評価するため、手稲山口地区のボーリング調
査を実施し、地盤と地下水の状況を確認しました。

調査の結果、現地は約 20mの砂、その下にシルト（粘
土より粗く、砂よりは細かい程度の粒子）が堆積し
ている地層であることが分かりました。

地下水面は、 2020 年 9月から 11月の調査結果では、
地表面からおおよそ 0.8 ～ 2.0m の深さに存在し、
その流れは、山側（星置側）から海側の北東方向に
流れていることが分かりました。

出典：NTT インフラネット

＊令和 2年 9月から 11月の現地データを基に評価したものです。今後の観測では、季節変動や降雨状況により流れが変化する可能性があります。
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手稲山口地区の地下水・河川水の水質調査結果

工事前の水質状況

測定結果（2020 年 9 月 26 日）

工事による地下水や河川水への影響を評価するため、
水質測定を開始しました。現地に地下水観測用井戸を
掘り、水温、水素イオン濃度（pH）、重金属等濃度の
測定を行っております。
2020 年 9 月の測定では、敷地内の地下水、敷地周辺の
河川水はいずれも環境基準以下でした。
なお、敷地周辺に存在する一部の
井戸では、ヒ素の環境基準値超過
が確認されていることから、今後
も工事前の地下水、河川水の水質
状況を確認するとともに、同じ測
定箇所で、工事中、工事後の測定
を継続します。

出典：NTT インフラネット現地の地下水観測用井戸

＊ 1：地下水環境基準とは、地下水の水質汚濁に係る環境上の条件について、人の健康を保護する上で維
持することが望ましい基準です。
＊ 2：人の健康の保護に関する環境基準とは、河川水等の公共用水域の水質汚濁に係る環境上の条件につ
いて、人の健康を保護し生活環境を保全する上で維持することが望ましい基準です。



つぎの一歩をご一緒に

最後までご覧いただき、ありがとうございました。

本日いただいたご意見を真 に受け止め、北海道新
幹線の札幌開業に向けて、みなさまと一緒に歩みを
進めてまいります。
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• 手稲山口地区にある札幌市のごみ処理場予定地が、新幹線のトンネ
ル工事で発生する対策土の受入候補地に選定されています。 

• 対策土によって、人体に急性影響はなく、適切に管理すれば長期的
な影響もありません。 

• 対策を検討し、評価するための事前調査を開始しました。

• 事前調査を継続し、安全な構造や、必要な対策の検討を行います。 

• 検討された対策について、健康や環境への影響を評価します。 

• 住民の皆様のご意見を伺いながら、跡地の利用について検討します。 

• 調査、検討状況を、オープンハウスなどを通じて情報共有します。

まとめと今後の流れ

ま　と　め

今後の流れ


